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ディプロマポリシ

ーとの関連 (3)(6) 

授業の概要 

 情報技術が社会やビジネスをどう支えていて、どう変えてきたか、今後どう変えていく
かを学ぶ。教員による解説に加えて、受講者が交代で解説役を担当する。 

 学んだ技術動向が、自分たちの日常生活や将来の職業生活、これからの社会にどのよう
な影響を与えるかを討議する。 

 その将来像の中で自分が何をするか、そのために今何をすべきかを考える。 

授業の到達目標 

① 情報技術が社会やビジネスをどう支えていて、どう変えてきたか、今後どう変えていく
かを理解する。 

② それを他の人に説明することができる。 
③ 得られた知識に基づいて社会の将来像を討議・想像・創造する力を身に付ける。 
④ 将来に向けて自分が今何をすべきかの目標が定まる。 

授業計画・内容 

1 イントロダクション 

2 情報社会と情報システム 

3 情報化によるビジネス環境の変化（１）：コンビニエンスストアにおける情報の活用事例～CTI 

4 情報化によるビジネス環境の変化（２）：ワントゥワンビジネス～情報ビジネス 

5 企業における情報活用（１）：製造業における情報システム～サービス業におけるコンピュータの活用 

6 企業における情報活用（２）：その他の業種でのコンピュータの活用事例～e ラーニング 

7 ネットビジネス 

8 働く環境と労働観の変化 

9 情報社会における犯罪と法制度 

10 情報社会におけるリスクマネジメント 

11 明日の情報社会 

12 総合演習（１）：演習の進め方の説明とグループ分け、グループ作業（問題の発見または選択） 

13 総合演習（２）：グループ作業（解決策と用いる情報技術の検討） 

14 総合演習（３）：グループ作業（ビジネス企画の立案） 

15 総合演習（４）：企画内容の発表と相互評価 

授業外学修 
(事前学修) 

 授業でとりあげる教科書の該当部分に軽く目を通しておく（毎週 1 時間程度） 
 解説当番になった場合は、教室で説明できるレベルまで理解し、説明の準備をする（１

５時間程度） 
 総合演習では授業外でのグループ作業を適宜行う（１５時間程度） 

授業外学修 
(事後学修) 

 毎回の授業後に短いレポート（自分が考えたことを中心にまとめたもの）を提出（毎週
1 時間程度） 

成績評価方法・
評価比率・到達
目標との対応 

成績評価方法 評価比率 到達目標との対応 
 討議、質問など授業への積極的な関与 
 解説当番時の解説の分かりやすさ、正確さ 
 毎回の短いレポート（自分でちゃんと考えている

か） 
 総合演習での企画内容の質（ビジネスとして通用し

そうか） 
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成績評価基準 

秀：（評点 90 点以上）到達目標を極めて高い水準で達成している場合 
優：（評点 80 点〜89 点）到達目標を高い水準で達成している場合 
良：（評点 70 点〜79 点）到達目標を一定の水準で達成している場合 
可：（評点 60 点〜69 点）到達目標を最低限の水準で達成している場合 
不可：（評点 60 点未満）到達目標に達していない場合 

教科書 駒谷昇一・辰己丈夫 『情報と職業（改訂２版）』 オーム社 2015 年 

参考文献 

情報技術は日進月歩であり 2015 年改訂の教科書には最新状況は反映されていない。これを
補うため、毎週発行される英文ニュースレター https://read.deeplearning.ai/the-batch/ 
を参考資料として活用する。英語が苦手な人も心配無用。深層学習の成果の一つである自動
翻訳がほぼ完璧な日本語に訳してくれる。自動翻訳サイトの例： 
https://www.deepl.com/translator 

その他 
どんな学生の受講が望ましいか：高校の教科「情報」の免許を取得したい。情報化社会とビ
ジネスの関係について勉強したい。議論を通じて思考を深める力をつけたい。社会を変えて
いく側の人になりたい。  

https://read.deeplearning.ai/the-batch/
https://www.deepl.com/translator

